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放射線療法を受ける患者への指導と評価
　　　　　一パンフレットを用いて一
9階西　○平幸子　近藤祥子　阿間見麻子　森由美
1はじめに
　婦人科病棟では、癌患者へ対する治療のひとつと
して、放射線療法を行っている。しかし、当科におい
て正規のパンフレットを用いての指導はされていな
かった。当科の前研究においても、副作用に対する対
処能力を高め、退院後の生活をイメージできるよう
な指導と、晩発障害を含めた退院指導用のパンフレ
ットの作成が必要であったとされている。
　今回、パンフレットを作成し、それを用いて放射線
療法を受ける前に患者に指導を行う。その後面接を
行い評価し、ここに報告する。
皿研究方法
1．対象
　　9階西病棟において放射線療法を受ける患者7名
2．期間　H14　1月～8月
3．方法
　1）治療の一連の流れ・副作用の種類と発生時期・
　　副作用に対し患者自身で行うことのできる対
　　処方法についてのパンフレットを作成する。
　2）放射線療法に方針が決定した時点で、ブライマ
　　　リーナースがパンフレットを使用し、指導を行
　　　う。
　3）パンフレットを使用することで、以下①～③に
　　ついてのアンケートを作成する。（閉鎖式質問
　　様式）
　　①治療に対しどの程度理解ができ、不安が軽減
　　　　できたか。
　　②副作用の発生時期に対して、理解できたか。
　　③副作用に対する対処行動を行う上で、どの程
　　　度参考になったか。
　4）治療が終了した時点で、アンケートを基に面接
　　　を行う。
　5）以上のアンケートの内容は当研究以外の目的
　　　には使用しないこととする。
ll【結果
アンケート集計率　85％（7名中6名）。治療中に退
院した患者3名、入院中に治療を全て終了した患者
3名。50Gy以上5名、50Gy以下1名。
1．指導を施行する以前に、治療に対する不安・疑問
　　点があったか。
　　あった66％（4名）　なかった33％（2名）
2．どのような不安、疑問があったか。（複数回答）
　　・どのような副作用があるのか100％（6名）
　　・治療は痛みがあるのか50％（3名）
　　・治療の効果16％（1名）
3．実際の治療を受けてパンフレットとの違いを感
　　じたことはあったか。
　　あった0％（0名）　なかった100％（6名）
4．指導を受けて副作用の種類・発生時期が理解で
　　きたか。
　　できた100％（6名）　できない0％（0名）
5．副作用に対する疑問は解消されたか。
　　された66％（4名）　されなかった33％（2名）…実
　　際に副作用が出ていないから。
6．副作用に対してパンフレットを参考に実際に対処
　　行動を行ったか。（複数回答）
　　行った66％（4名）
　　・消化器症状に対する吐気止めの内服、食事の選
　　　択…50％（2名）
　　・排便コントロール、整腸剤の内服…25％（1名）
　　・皮膚トラブルに対して衣類の選択…25％（1名）
　　・看護師、医師へ相談…100％（4名）
　　行わなかった33％（2名）…副作用が出現しなかっ
　　た。
7．6で行ったと回答した患者4名　その対処法は効
　　果があったか。
　　あった75％（3名）　なかった25％（1名）…時問の
　　経過で自然に副作用が軽減した。
8．治療を行っていく間パンフレットを読み返した
　　事があったか。それはどんな時か。
　　あった66％（4名）…下痢出現時・吐気、食欲低下
　　出現時・皮膚トラブル（ヒリヒリ感）出現時。
　　なかった33％（2名）…すぐ看護師、医師へ相談し
　　た。
9．その他、御意見・御要望
　　・なにかあった時の連絡先。
　　・数年直なにかあった時にどうしたらよいか。
　　・医療用語がわかりにくい。
10．今後もパンフレットによる指導をすすめていっ
　　たほうがよいと思うか。
　　すすめてほしい100％（6名）
rv考察
　今回の研究にて、症例数が少なく、評価が困難であ
ったが、現時点で明らかになったことを報告する。
1．治療に対しどの程度理解ができ、不安が軽減でき
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　　たか。
　　　アンケートの集計により、放射線治療に対し、
　66％と半数以上の患者が不安を持ち、その不安
　　の100％は副作用に対する漠然としたものであっ
　　た。残りの33％の患者は照射量が少ない、治療そ
　　のものが痛みを伴わない、簡潔・短時間で行え
　　る、副作用が著しく出ないという理由があり、個
　　人差がみられた。
　　実際にパンフレットを使用しての指導を行い、
　　100％の患者が治療に対してのイメージをつける
　　ことができたことから、指導にパンフレットを
　用いる方法は効果的であったと考えられる。し
　　かし、入院と外来の治療の差から、パンフレット
　　の活用の仕方に個々で違いがみられている。そ
　　の理由として、入院で治療を行う患者は、疑問や
　不安を医療者に訴える機会があり、それに伴い
　不安が軽減され、対処行動がとれていた。外来で
　　の治療を行う患者は、その機会が少なく、自己対
　処を強いられることにあると推測される。
2．副作用の発生時期に対して理解できたか。
　　パンフレットを使用しての指導を行い、100％
　　の患者が発生時期について理解できたという結
　果であった。このことから副作用の発生時期に
　対する指導は効果的であり、今後の副作用に対
　する対処行動につながっていくと考えられる。
3．副作用に対する対処行動を行う上でどの程度参
　　考になったか。
　　　治療を行っていく中で、パンフレットを参考
　　に対処行動を行った患者は66％であり、残り
　33％は副作用が出現しなかった為、対処行動ま
　でには至らなかった。放射線治療の副作用は照
　射量にもよるが、実際に33％の患者は副作用が
　出現しなかったことから、軽度で出現しないこ
　　とも多く、治療中は苦痛を感じないことがある。
　　今回副作用が出現しなかった33％の患者を含
め、治療後数ヶ月～数年後に出現するイレウス
などの晩発障害もあり、それに対しての理解の
必要性があるのではないだろうか。晩発障害は、
退院後に突如出現することが大半であり、症状
出現時の連絡先や対処行動を指導していく必要
があると思われる。
　また、入院中に全ての治療を終了する患者と、
治療途中で退院し、通院にて治療を行っていく
患者では、副作用の対処方法や不安の大きさに
も違いがみられることから、退院時に再指導を
行い、治療への理解をより深めておく必要があ
る。入院中の患者に対しても、患者の性格、治療
への不安に合わせた繰り返しの指導を行ってい
く必要があると考える。
Vまとめ
　放射線治療を行う前のパンフレットによる指導は
効果的であったが、今後の課題として外来での治療、
また退院後にも参考になるような指導内容を検討し
ていく必要がある。
　今回、症例が少なく評価が困難であったが、今回の
研究結果をもとにし、修正を行い、より個別的な指導
ができるよう活用していきたい。
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1．放射線治療とは？？
体内にある、悪い細胞にある一定の期間、体外から放射線を照射することで、その悪い細胞の縮小を図る目的で
行われる治療です。
2．放射線治療のながれ
放射線治療の決定
主治医が放射線科に治療の申し込みをする
放射線治療計画の日時の決定
※放射線治療計画　（／　）
　　　　　治療の開始　（／　）
※放射線治療計画とは？？
主治医・患者様本人と、放射線治療部の医師、
看護師間で話し合いをします。
1）治療回数・放射線量　　［グレイ…放射線の単位］
　総照射量（　）グレイ。
　基本的に月～金曜日。1回に照射する量（　）
2）副作用について
　医師から主な副作用についての説明があります。
グレイ。
放射線科の看護師から受診方法の書いてある小さいパンフレットが渡され
　ます。
3）マーキング…放射線科にて行います。
治療室で照射する部位をピンクの染粉で印をつけます。
これは同じ部位への照射が確実に行えることを目的にします。入浴や衣類
との摩擦でマーキングが薄くなることがありますが、その都度マーキング
をしなおします。痛みはありません。
（治療中は汚れてもいいような下着をつけましょう）
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3．実際の治療はどのように行われるのでしょうか？？
1）治療に持っていくもの…ライナックカード
　　（カードはナースステーションでお預かりしています）
2）場所…地下1階　　放射線治療部
3）時間…月～金曜日（休日を除く）（　）時
4）治療の流れ…
　　①部屋に用意されている台の上に横になります。
　　②照射位置を決める赤い光線が体にあたり、台が動きます。
　　③医師、看護師は部屋の外に出ます。この時に部屋の明かりが暗くなります。
　　④照射開始（約1分から1分半で終わります）
☆週に1回（　）曜日　放射線科の医師による診察日があります。
　（副作用の有無、皮膚の状態、その他問診）
☆週に1回（　）曜日朝、採血をします。
☆週に（　）回　　（　）曜日放射線治療の効果をあげるための筋肉注射をします。
4．副作用について
1）1週目頃…
　　ム　のだる　　め　い　豆
　　☆安静が大切です。歩くときはゆっくり歩くようにしましよう。
　　吐々　田の　かつ　　P”ls．の亦
　　☆食べられそうなものを、食べられそうな時にゆっくり無理せず食べるようにしましよう。
　　　＊これらの副作用は一時的なもので数回の治療後にはなくなります。
2）2週目頃…
魎　　☆水分を多めに取り整腸剤を飲んでいる方は調節をしていき、消化に良いものを食べるようにしましよう。
　　　＊避けたほうがいいもの…バター以外の脂肪を多く含むもの、香辛料、冷たい牛乳、コS一・d・Eピー、炭酸飲料、
　　　　チョコレートなど。
國　　☆下剤の内服、整腸剤の増量。水分を1日1500ML程度取るようにしましよう。
　　皮膚の赤み、痒み，乾燥．Nヒリヒリ感
　　☆冷やしたり擦ったりしないようにしましよう。皮膚の清潔を心がけ、やわらかい衣類を着ましょう。また、
　　　医師の診察があるまで、軟膏の使用は避けて下さい。
3）　3週目頃…
　　　血秀の’小
　　☆免疫力が低下してしまいます。手洗い・うがいをし、感染、風邪等の予防をしましよう。
　　血ハ　の’小
　　☆出血しやすくなったり、内出血しゃすくなります。転んだり怪我をしないように注意して下さい。歯ブラシ
　　　はやわらかいものを使用するようにしましよう。採血のあとはしっかり圧迫止血をしましよう。
　　・・血秀・血　　ヘモグロビンの’小
　☆貧血の予防（鉄分の補給）。ふらつきが強い時、頭が重い感じがする時にはお知らせください。
　　…照射部位は膀胱が近く、膀胱の粘膜が刺激される為、感染しやすくなります。
　　＊症状rvお小水が近い、残尿感がある、尿が濁っている、排尿時痛、発熱、血尿。
　☆水分をたくさん取るようにし、我慢せずにトイレに行くようにしましよう。
　☆抗生剤の内服又は、点滴をする事があります。
4）治療後1～2年後にも出現する副作用もあります。
　　＊ひどい下痢…腸粘膜が刺激された為、水分吸収力が低下することによりおこります。
　　＊下痢や便秘の繰り返し
　　＊便秘
　☆毎日の排便の有無、性状を観察し、おかしいなと思ったら早めに受診をしてください。
～おわりに～
副作用は照射量、照射部位、体調などによって人それぞれ出現するもの、出現時期が異なってきます。
体調が優れない時、不安な事がある時には、早めに主治医に相談するようにしましよう。
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